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安
倍
昭
恵
総
理
夫
人
の
「
公
人
」
・
「
私
人
」
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
倍
昭
恵
総
理
夫
人
が
「
公
人
」
・
「
私
人
」
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
国
会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

一

安
倍
晋
三
総
理
大
臣
（
以
下
「
安
倍
総
理
」
と
い
う
。
）
は
、
三
月
一
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
の
答
弁
の
中
で
、
「
私

は
公
人
、
妻
は
私
人
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
調
べ
て
み
ま
す
と
、
「
公
人
」
と
は
、
公
務
員
や
議
員
な
ど
の
よ
う
に
公
務
に
つ
い
て
い
る
人
を
指

す
言
葉
。
「
私
人
」
は
そ
の
対
義
語
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
昭
恵
総
理
夫
人
（
以
下
「
総
理
夫
人
」
と
い
う
。
）
は
「
公
人
」
で
す
か
、
「
私
人
」
で
す
か
。

二

安
倍
総
理
は
、
三
月
二
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
の
答
弁
の
中
で
、
「
妻
は
総
理
夫
人
と
い
う
ふ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
言
わ
ば
役
職
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
辞
令
が
出
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
「
公

人
」
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私
を
、
例
え
ば
外
遊
す
る
際
に
同
行
を
し
た
り
、
そ
う
い
う
サ
ポ
ー
ト
的
な
役
割
は
行
う
と
い

う
こ
と
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

総
理
夫
人
の
役
割
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

一



ま
た
、
安
倍
総
理
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
場
合
、
総
理
夫
人
は
、
名
刺
等
を
使
用
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
肩
書
は
ど
の

よ
う
な
も
の
を
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。
「
私
人
」
で
使
用
す
る
場
合
も
可
能
な
ら
、
併
せ
て
伺
い
た
い
。

三

特
別
職
の
国
家
公
務
員
の
範
囲
を
規
定
す
る
国
家
公
務
員
法
第
二
条
第
三
項
第
十
五
号
を
見
ま
す
と
「
国
会
議
員
の
秘

書
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
、
国
か
ら
給
与
が
支
給
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
公
設
秘
書
が
特
別
職
の
国
家
公
務
員
と

さ
れ
、
他
方
、
議
員
個
人
等
の
負
担
で
雇
用
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
私
設
秘
書
は
、
国
家
公
務
員
に
は
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
判
別
は
単
純
明
快
で
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
給
与
の
支
給
元
に
よ
っ
て
、
「
こ
の
秘
書
は
、
国
家

公
務
員
、
個
人
負
担
の
秘
書
は
国
家
公
務
員
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

総
理
夫
人
、
又
は
安
倍
総
理
に
対
し
、
政
府
か
ら
「
総
理
夫
人
手
当
」
の
よ
う
な
、
名
称
は
と
も
か
く
と
し
て
、
国
か
ら

な
ん
ら
か
の
形
で
月
例
で
支
給
さ
れ
て
い
る
手
当
等
が
あ
り
ま
す
か
。

四

大
臣
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
は
仕
事
を
「
公
務
」
、
「
政
務
」
に
区
別
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
こ
で
い
う
「
公
務
」
と
は
、
担
当
す
る
省
庁
の
仕
事
で
、
省
庁
か
ら
は
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
職
員
、
公
用
車
が
用
意
さ

れ
、
「
政
務
」
と
は
、
「
公
務
」
以
外
の
自
分
の
政
治
に
関
わ
る
仕
事
の
こ
と
で
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
人
は
、
私
的
に

二



採
用
す
る
秘
書
等
が
行
い
、
車
も
自
分
で
用
意
す
る
車
両
を
使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

さ
て
、
総
理
夫
人
の
場
合
は
、
総
理
大
臣
の
外
遊
の
随
行
、
国
内
で
の
要
人
の
接
待
等
は
、
総
理
大
臣
の
公
務
の
サ
ポ
ー

ト
等
と
い
う
こ
と
で
、
「
公
務
」
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
仕
事
を
補
佐
す
る
職
員
が
配
置
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
総
理
夫
人

に
随
行
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
三
月
三
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
は
福
島
み
ず
ほ
議
員
が
、
総
理
夫
人
が

「
塚
本
幼
稚
園
の
講
演
会
」
に
出
席
し
た
際
に
随
行
し
て
い
た
職
員
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
政
府

は
、
「
こ
の
職
員
は
、
総
理
の
公
務
の
遂
行
を
補
助
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、
種
々
の
連
絡
調
整
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た

め
に
同
行
し
て
い
た
。
」
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
質
問
で
す
。

�

総
理
夫
人
に
同
行
し
た
職
員
は
、
出
張
扱
い
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
ま
さ
か
年
休
扱
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

�

も
し
、
こ
の
職
員
が
そ
の
途
中
に
お
い
て
事
故
等
で
入
院
、
通
院
し
た
場
合
は
、
労
災
適
用
と
な
る
の
で
す
か
。

�

政
府
は
、
総
理
夫
人
に
随
行
し
た
職
員
の
交
通
費
を
「
総
理
夫
人
が
負
担
し
た
。
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
い
つ
も
総
理
夫
人
が
負
担
し
て
い
る
の
で
す
か
。
な
ぜ
、
総
理
夫
人
の
負
担
と
な
る
の
か
、
そ
の
根
拠

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

三



�

安
倍
総
理
に
な
っ
て
か
ら
、
総
理
夫
人
に
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
職
員
が
随
行
し
た
の
は
、
何
回
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す

か
。

五

平
成
十
三
年
一
月
六
日
の
「
国
務
大
臣
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
規
範
」
の
一
（
四
）
資
産
公
開
、
「
国
務
大
臣
等
並

び
に
そ
の
配
偶
者
及
び
そ
の
扶
養
す
る
子
の
資
産
を
、
就
任
時
及
び
辞
任
時
に
公
開
す
る
こ
と
と
す
る
。
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。総

理
夫
人
の
直
近
の
資
産
内
容
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


